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3 月22日、 3 月度例会として新
入会員例会が大垣市総合体育館に
て開催されました。会員各位のご
協力のもと、滞りなく事業を進め、
終えることができました。まずは
お礼申し上げます。

ご存知のとおり、新入会員例
会は、その年度の新入会員が企画、

準備、運営を主体的に担い、創意工夫を凝らした内
容を先輩会員らにお披露目する事業です。新入会員
に当会の事業の進め方を学んでいただき、会の活動
への理解をより深めてもらうと同時に、同期同士の
団結を高めることを期待して、毎年恒例の事業とし
て定着しています。楽しみにされている先輩会員の
方々も、多いのではないでしょうか。役員会でも、
準備の進捗状況や新入会員の取り組みについて、活
発な質疑が交わされました。

担当である交流委員会の役割は、もっぱら新入会
員のサポートです。まだ期の若い私にサポート役を
務めることができるのか少し不安もありました。放
置しすぎも過干渉も良くないので、さじ加減をどう
したらいいか、最後まで悩みながら新入会員に接し
ていました。

昨年 9 月の顔合わせ説明会以来、新入会員は連絡
を取り合って検討を進め、「竹の子会員格付けチェッ
ク」という企画のコンセプトを比較的早期に打ち出
していました。ここまでは順調に見えましたが、具
体的な事業の内容を固める段階になって、思うよう
に準備が進まなくなったようです。今期の新入会員
は 7 名いるのですが、いずれも仕事が繁忙期にあっ
たため会議に人数が集まらないことが続いたのです。
それでも辛抱強く会議を重ね、参加を呼び掛けるこ
とで徐々に会議の参加人数は増えていきました。中

心となってくれた今西新入会員のご尽力には頭の下
がる思いです。事業への取り組みを通じて、新入会
員には他人と共同して何かを作り上げることのやり
がいを感じてもらえたなら嬉しいです。

また当日の中身を充実させることだけでなく、内
容と予算の事業計画を立てて、これに基づいて実行
することも必要です。計画変更を余儀なくされ、審
議での承認事項とのズレに苦慮したこともあったよ
うですが、今後の活動の糧にしてもらいたいと思い
ます。

事業当日は28名の会員に参加していただき、「竹
の子会格付けチェック」の企画を順調に進めること
ができました。新入会員が用意した企画は、チーム
戦で各 2 種類の肉、米、水を味比べして、大垣にゆ
かりのあるものを選んだり、大垣に関係するクイズ
を運動を交えて回答してもらうという内容でした。
不正解の場合は「一流→二流→三流→語る価値なし」
と会員のランクが下がっていき、扱いも相応に悪く
なっていくという演出は、参加者の競争心を刺激し、
事業を楽しいものにしていました。なお私は水の味
比べに挑戦しましたが、あっさり不正解の水道水を
選んでしまいました。また別室で味比べをする会員
の様子を映した動画をスカイプで生中継して本会場
に映し、クイズに挑戦する会員の姿を鑑賞するとい
う工夫は、今までの事業にはなかった秀逸なアイ
ディアでした。

今回の事業で新入会員は大いに活躍してくれまし
た。会の活動を共に担う頼りになる仲間を得たこと
をとても嬉しく思います。今期の残りの事業、そし
て来期の事業に共に全力で取り組んでいきましょう。

交流委員会
委員長

小林　明人

例　会（新入会員例会）
日時：平成28年3月22日（火）　場所：大垣市総合体育館
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１．人間形成への修練

１．地域社会への奉仕

１．会員相互の親睦
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竹の子会の基本目標



皆様こんにちは。親睦委員を務

めさせていただいております、第

60期新入会員の今西勇人です。

去る 3 月22日火曜日、大垣市総

合体育館にて新入会員例会が行わ

れました。

第60期の新入会員は全部で 7

名、近年の新入会員の人数と比

べて多いという事もあり、多くの先輩会員の皆様か

ら「今年は期待している、楽しみにしているぞ」 と、

お声をかけて頂きました。しかし、その度に僕達新

入会員のプレッシャーは増すばかりか、先輩会員の

皆様はご承知の通り、仕事も環境も違う仲間が同じ

時間に集う事の難しさ、意見の相違はもちろんのこ

と、初めての事だらけで一向に事業計画が進まない

もどかしさも感じていました。一つの事業を成功さ

せるためには、幾つもの困難と試練を乗り越えなけ

ればならない事を改めて痛感しました。ただ、打合

せ当初から新入会員同士の中では「絶対今までにな

い楽しい新入会員例会にする」という、揺るぎない

強い思いがあり、そんな思いの中で今回の「竹の子

会員格付けチェック」というテーマが決まりました。

あっという間に迎えた本番当日は様々な不安と緊

張がありましたが、先輩会員方の笑顔を見ているう

ちにその緊張の糸もほぐれ、自然と楽しめている自

分自身や同期の仲間達の姿がありました。もちろん

反省すべき点はたくさんあるかと思いますが、当初

の目標は充分に達成出来たのではないかと思います。

今後もこの経験を活かし、より良い事業を創り上

げるため精進して参りますので、ご指導ご鞭撻のほ

どよろしくお願い致します。

交流委員の方々や、同期の仲間

の協力でなんとか無事に終えるこ

とが出来ました。

しかし、自分たちの力だけでは

ここまでの成功はできなかったと

思います。交流委員の方に最初

から最後までお世話になりっぱ

なしでした。

過去の資料や大垣クイズの問題など、意見を言っ

ては話し合い、話し合っては口論し、そんな中でよ

り良い答えを見つけられたような気がします。

当日もサポート役に回ってもらったり、いろんな

場面での配慮の仕方であったりとまだまだ情けない

部分はありますが、無事終わることが出来て本当に

良かったです。これを次の新入会員の子達により良

いものとし伝えていけたらなと思います。

第60期
新入会員
今西　勇人

第60期
新入会員
小島　裕則

新入会員例会を終えて
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皆様こんにちは、新入会員例会

は楽しんでいただけたでしょうか。

振り返ってみますと、改めて白紙

の状態から事業を行う難しさを経

験させていただきました。

当初は時間があると思ってい

たのですが、実際集まる機会も

多くはなく、気づけば本番まで

1 ヶ月と迫る状況でした。集まれるメンバーで、案

を煮詰めていくにしても人数が少ない時はアイデア

が出ず、集まった時にはアイデアは多く出るけれど

もまとまらず、そこに予算や使うものの作成時間の

問題もあり、気ばかり焦る状況にもなりました。そ

の中で、ひとまず形にこぎつけることができたのは、

時間のない中でもそれぞれの役割を頑張ってくれた

同期の皆、忙しい中会議に参加していただき要所で

アドバイスを下さった交流委員会の皆様、そして新

入会員例会時に事足りない点がありながらも盛り上

げていただいた皆様の力添えがあったからだと思い

ます。

これから先、継続されていく事業、白紙から始ま

る事業、様々な事業を経験していくと思いますし、

今回は竹の子会のメンバーが事業の先にあるもので

したが、ほとんどの事業はそうではありません。そ

の中で今回学んだことをいかして、自分たちだけが

楽しいだけではなく、参加したすべての人が楽しめ

る事業をやっていけたらとおもいます。

まず始めに、「 3 月度例会　新

入会員例会」にご協力いただいた

皆さまに、心より御礼申し上げま

す。私たち新入会員だけでは、決

して事業を成し遂げることはでき

ませんでした。

思い返せば、困難の連続でした。

事業の内容や会場の選定、チー

ム分けの方法、格付け問題の内容、運動問題の進行

方法、当日の動きなど、話し合えば話し合うほど迷

走し、今でも無事に事業を終えたことが信じられな

いくらいです。ゼロから事業を作り上げることが、

これほどまでに難しいのかと痛感しました。

しかし、大きなものを得ることができました。そ

れは、同期との絆です。入会からこれまで、とりた

てて議論する場がなかった私たちは、今回のさまざ

まな衝突を経たことで、より分かり合い、絆を深め

ることができたと実感しています。例会が終わった

ときの達成感や充足感を同期皆で共有できたことは

大きな財産です。

反省するべき点も多々ありますが、今回の経験を

活かし、今後の事業運営に役立てていきたいと思い

ます。

最後になりましたが、今回の新入会員例会にご参

加いただいた皆さま、そして優しく見守ってくだ

さった交流委員会の皆さまに、重ね重ね感謝申し上

げます。誠にありがとうございました。

第60期
新入会員

齋藤　浩太郎

第60期
新入会員
近藤　優介
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日　時：平成28年 5 月21日（土）
場　所：大垣フォーラムホテル

例会（60周年記念式典・懇親会）

日　時：平成28年 6 月25日（土）
場　所：大垣フォーラムホテル

例会（卒業生を送る会）

日　時：平成28年 5 月15日（日）
場　所：大垣八幡神社一帯

大垣祭り神輿渡し月の予定5

月の予定6

会員の皆様こんにちは。第60期

新入会員の野原利秀です。

今回初めて 1 つの例会の事業を

新入会員で担当させて頂き、たく

さんの方に参加して頂いた事、本

当にありがとうございました。

正直、最初は何とかなるだろ

うと安易な気持ちでいました。し

かし時間が経つにつれて人の集まりや役割などの分

担等で自分 1 人がやれば簡単な事も新入会員みんな

でやるという難しさに直面しました。

でも新入会員のみんながすごいと思ったの

が常に何々さんが頑張ってくれてるから、何々

さんに負担がかかってるからと誰 1 人自分だ

けやらせてるとか文句を言わない事がすごい

と思いました。正直このメンバーなら何の事

業をやったとしても信頼できるし成功できる

と思いました。

竹の子に入ってオブザーバーとして参加さ

せて頂いた初めての役員会では事業計画や事

業報告の事でかなり意見があったりして正直こんな

に厳しい審議をされるんだと驚きました。

そしてようやく新入会員例会当日を迎え何事もな

く例会が終了して、二次会の席の時にすごいほっと

した事を今でも思いだします。

この経験を活かして今後の竹の子の事業だったり

仕事に活かしていけるよう頑張ります。まだまだ頼

りない僕ですが少しでも成長できるよう頑張ります

ので先輩方のご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致し

ます。

第60期
新入会員
野原　利秀

新入会員例会を終えて
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